
 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
中世期から各地に武将による城下町が形成されると、戦国騒乱の中で商人たちは交易を活発化し

たが、やがて豊臣秀吉によって天下が統一されると、秀吉は味方した武将に領地を与え、反秀吉方

からは土地を没収した。かくして武将は、秀吉の天下、家臣団、封建大名となり、その支配下に入

ると農民も商人も土地は領主のものとなって従属した。商人の財は土地と物資と使用人だったが、

土地を失い、そこで貨幣を拠り所にした。そして、武家とは違った知恵を生かして貨幣経済を確立

し財力を築いた。その商人たちの智慧の奇抜さ、見事さは、コスト軽減、能率化などの今日の商法

とはまるで違って面白い。しかし、その逸話の多くは、後世の戯作者・小説家の創作が多い。当時

の生史料を探って、６人を選び出しその実像に迫る。 
   

 一回～三回 金曜日 四回～六回 月曜日、 各回 午後２時～４時 開催 
 
会   場 足立区生涯学習センター（学びピア 21内） 

     （足立区千住５－１３－５） ５階  研修室１ 

受 講 料 ３,０００円（全６回分、初日に会場でお支払い下さい） 

定  員 ５０名（抽選） 

申込方法 往復はがきに、住所、氏名（フリガナ）、電話番号 

「江戸商人銘々伝」と明記し下記へ郵送下さい（連名可） 
申 込 先 〒120-0034  足立区千住５－１３－５ 

問合せ先 足立区生涯学習センター内 あだち区民大学塾事務局 

電話／ＦＡＸ 03-5813-3759（平日午後 1時～5時） 
申込締切 平成２８年１１月１８日（金）必着 

共  催 NPO 法人あだち学習支援ボランティア「楽学
がくがく

の会」 

足立区生涯学習センター・足立区教育委員会 

回 開催曜日 講座テーマ・タイトル 講師 

第一回 12/ 2（金） 三井越後屋～三井八郎右衛門高利～ 安藤義雄 氏 

元都民カレッジ 

・江戸東京科講師 

足立史談会名誉会長 

第二回 12/ 9（金） 大文字屋・大丸～下村彦衛門正啓～ 

第三回 12/16（金） 豪商～紀伊国屋文左衛門～ 

第四回 2/ 6（月） 冬木屋～冬木喜平次家と冬木小平次家～ 

第五回 2/20（月） 幕府御用商人～川村瑞軒（瑞賢）～ 

第六回 2/27（月） 大坂屋杉本茂十郎の活躍と終焉 

区民が学ぶ・教える･創る 平成２８年度「あだち区民大学塾講座」募集要項 

交通案内 

常磐線・東武線・つくば ex・ 

地下鉄「北千住」駅下車徒歩 15 分 

都バス・東武バス「千住 4 丁目」下

車徒歩 3 分 

江戸商人銘々伝 
～商人の生き様を考える～ 

 


